
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コンピュータ基本操作に関する学習時期（◎必修 〇実態に応じて） 

観点 観点の説明 
コンピュータに意図した処理を行うよう指示することができることを体験しながら 

低学年（１・２年） 中学年（３・４年） 高学年（５・６年） 

知識及び技能 

身近な生活でタブレ

ットが活用されてい

ることや，問題の解

決には必要な手順が

あることを知る。 

・問題の解決には必要な手順が

あることが分かる。 

・問題解決の手順はさまざまに工夫 

することができることが分かる。 

・身近な生活でタブレットが活用 

されていることに気付く。 

・問題解決の手順を論理的に組 

み立てることのよさが分か 

る。 

・体験を通して，プログラムの働

きやよさ，情報技術が社会を

支えていることに気付く。 

思考力，判断力， 

表現力等 

発達の段階に即し

て，「プログラミング

的思考」を育成する。 

※タブレットを活用

せず、「プログラミ

ング的思考」を育

む場合も含む。 

・はじめ，中，終わりの構成を考 

えて伝えたいことをまとめ 

る。 

・事柄や意図する一連の活動の

順序に沿って構成や組み合わ

せを考える。 

 

・意図する一連の活動を実現するた 

め，どのような動きの組み合わせ 

が必要かを考える。 

・内容の中心を明確にし，まとまり 

をつくったり，自分の考えと理由 

の関係を明確にしたりしてまとめ 

る。 

・問題の解決に必要な情報を，視

点を定めて分類したり多面的 

に検討したりする。 

・意図する一連の活動を実現す

るため，動きの組み合わせや 

意図した活動に近付く改善策 

を考える。 

学びに向かう力，人

間性等 

発達の段階に即し

て、タブレットの働

きを，よりよい人生

や社会づくりに生か

そうとする態度を育

む。 

・自分たちの身の回りの情報機

器に親しみ，すすんで利用し

ようとする。 

・友達と協力して活動に取り組 

む。 

・身の回りにはさまざまな情報機器 

が利用されていることに気付くと 

ともに，目的に応じて利用しよう 

とする。 

・課題の解決に向け，粘り強くやり抜 

こうとする。 

・身の回りの情報機器を，問題の 

解決，意図や目的に応じて適 

切に利用しようとする。 

・情報技術のよさや価値を社会 

や自らの将来に関連付けて考 

える。 

 

＜児童の実態＞ 

〇インターネットが使用

できる機器やスマート

フォンタブレットの普

及で生活環境は激変し

ている。 

 

〇自分の携帯電話やスマ

ートフォンの所持率が

高い。 

 

〇インターネットが使用

できるゲームの所持率

が高い。 

 

ふるさと平生を愛し、人間性豊かで創造性に

富んだ心身ともにたくましい児童の育成 

＜本校の情報教育の目標＞ 

①情報活用の実践力 

②情報の科学的理解 

③情報社会に参画する態度 

① 身近な生活や社会生活にコンピュータが活用され課題の解決には手順があることを知る。（知識・技能） 

② 発達の段階に即して「プログラミング的思考」を育成する。（思考力・判断力・表現力等） 

③ 発達の段階に即してコンピュータの働きをよりよい生活よりよい人生に生かそうとする態度を育む。（学びに向かう力・人間性等） 

 【自立】  目標をもって粘り強く取り組む子 
 
 【友愛】  笑顔いっぱい思いやりのある子 
 
 【協力】  感謝の心でつながる子 

本校のプログラミング教育の目標 

〈基本的な考え方〉 

〇情報技術を手段に論理的・ 

創造的に思考し、課題を発 

見し、新たな価値を創造す 

る力を身に付ける。 

〇将来どのような職業につ

いても生かせる資質能力

を育む。 

本校のめざす児童像 

＜教師の願い＞ 
〇時代の変化に対応でき、 

２０年後、３０年後に役立

つ力を身に付けてほしい。 

プログラミング教育の基礎的内容・学習 

〇 各教科等の論理的思考を育てる内容 

（子どもたちの発達の段階に応じた内容） 

 

〇 各教科等の情報化に関する学習 

（平生小学校プログラミング教育（教科編）参照） 

 

〇 各教科等の主体的・対話的な学習 

（各教科の特質に応じた小集団活動等） 

情報活用能力 

各団体等との連携 

〇ICT 支援員    〇地域ボランティア 
〇高校・大学・企業 

活用する情報機器等 

〇タブレット端末 〇プログラミングアプリ等 

プログラミング教育で育む各学年の資質・能力 

令和２年度 平生小学校プログラミング教育 全体計画 

操作内容 １

年 
２

年 
３

年 
４

年 
５

年 
６

年 
電源 ON/OFF 〇 〇 ◎    
カメラの活用 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ 
ひらがな入力と 

漢字変換  〇 ◎    

ローマ字タイピング   〇 ◎ ◎ ◎ 
ロイロノートの活用   〇 ◎ ◎ ◎ 
インターネットへの 

接続、検索    〇 〇 ◎ 

mBot の基本動作  ◎ ◎ ◎ ◎  
mBot の条件分け動作   〇 ◎ ◎  
mBot の総合的な動作     ◎  

Scratch の活用     〇 ◎ 
 



令和２年度 平生小学校プログラミング教育 （教科等編） 
＜関連する各教科等の力：「考えるための技法」を適宜活用・発揮しながら＞ 

国語科 社会科 算数科 理科 生活科 音楽科 
○筋道を立てて考える力 
○情報活用に関する知識

や技能 
○情報を多面的・多角的

に精査し構造化する力 
○文や文章を整える力 
○情報を編集・操作する

力   
○話や文章を構成する力

など 

○社会的事象に関する情

報を適切に集める・読

み取る・まとめる技能 
○思考・判断したことを

適切に表現する力 
○社会に見られる課題を

把握して，社会への関

わり方を選択・判断す

る力 など 

○日常の事象を数理的に

表現・処理する技能 
○日常の事象を数理的に

捉え，見通しをもち筋

道立てて考察する力 
○数学的に考えることや

数理的な処理のよさに

気付き，算数の学習を

進んで生活や学習に生

か そ う と す る 態 度  

など 

○自然事象に対する基本

的な概念や性質・規則

性の理解 
○事象を比較，関係付け，

条件制御，多面的に考

え捉える力 

○根拠に基づき判断し表

現する力 
○問題解決の過程に関し

てその妥当性を検討す

る態度  など 

○比較・分類・関連付け

たり，視点を変えたり

して対象を捉える力 
○試したり，見立てたり，

予測したり，見通しを

もったりして創り出す

力 
○伝えたり，振り返った

りして表現する力 
など 

○自分で音楽表現をした

り友達と一緒に音楽表

現をしたり，自分の思

いや意図を音楽で表現

したりする力 
○音楽に関する知識や技

能を活用して音楽表現

を工夫し，どのように

表すかについて思いや

意図を見いだす力 な

ど 

図画工作科 家庭科 体育科 特別活動 外国語活動・外国語 総合的な学習の時間 
○表したいことに合わせ

て材料や用具を使い，

表し方を工夫して創造

的につくったり表した

りする技能 
○造形的なよさや美し

さ，表したいことや表

し方などについて創造

的に発想や構想する力  
○つくりだす喜びを味わ

い，楽しく豊かな生活

を創造しようとする態

度 など 

○実習や観察・実験，調

査，交流活動の結果等

について，考察したこ

とを根拠や理由を明確

にして分かりやすく表

現する力 
○日常の生活課題につい

て様々な解決方法を構

想し，実践を評価・改

善し表現する力 など 

○特性に応じた各種の運

動の行い方及び身近な

生活における健康・安

全についての理解 
○基本的な動きや動作に

関する技能 
○自己の課題を見付け，

その解決に向けて思考

し判断したことを他者

に伝える力 など  

○所属する多様な集団や

自己の生活上の課題を

見いだし，解決のため

に話し合い，合意形成

を図ったり，意思決定

したり，人間関係をよ

りよく構築したりする

力 
○集団で活動する上での

困難を乗り越えるため

には何が必要かという

理解 

○コミュニケーションを

行う目的・場面・状況

等に応じて，情報や考

えなどを表現する力 
○身近で簡単な事柄につ

いて，音声で慣れ親し

んだ語彙や基本的な表

現を読んだり，語順を

意識しながら書いたり

して表現する基礎的な

力 
○言語の働き，役割に関

する理解  など 

○課題解決をめざして，

事象を比較したり，関

連付けたりして考える

力 
○相手や目的，意図に応

じて分かりやすくまと

め，表現する力 など 

令和２年度 プログラミング的思考の育成に重点を置く 教科等 単元 

学

年 
教科等 

単元 ●アンプラグド 

   〇プラグド 
活用するプログラミング的思考 

１

年 

国語科 

国語科 

算数科 

算数科 

●じどう車くらべ 

●がっこう だいすき 

●いろいろなかたち 

●もののいち 

順序立て、一般化、評価 

分解、順序立て、抽象化、評価 

分解、一般化 

順序立て、一般化、分解 

２

年 

国語科 

国語科 

算数科 

生活科 

●ことばでみちあんない 

●おもちゃの作り方をせつめいしよう 

●たしざんとひきざんのひっさん 

●うごくうごくわたしのおもちゃ 

順序立て、分解、一般化、評価 

分解、順序立て、評価 

分解、一般化、デバッグ、評価 

順序立て、一般化、評価 

３

年 

国語科 

国語科 

  算数科 

算数科 

●たから島のぼうけん 

●食べ物のひみつを教えます 

●かけ算の筆算 

●円と球 

分解、順序立て、抽象化、デバッグ、評価 

分解、順序立て、一般化、デバッグ、評価 

分解、一般化、デバッグ、評価 

分解、抽象化、一般化、デバッグ、評価 

４

年 

国語科 

社会科 

算数科 

総合 

●新聞を作ろう 

●山口県の伝統工業 萩焼 

●１けたでわるわり算 

〇福祉にプログラミングを役立てよう 

分解、順序立て、一般化、デバッグ、評価 

分解、一般化、抽象化、評価 

分解、一般化、デバッグ、評価 

分解、順序立て、一般化、抽象化、デバッグ、評価 

５

年 

国語科 

社会科 

算数科 

体育科 

●よりよい学校生活のために 

〇工業生産とわたしたちのくらし 

〇面積 

●走り幅跳び 走り高跳び 

分解、順序立て、評価 

分解、順序立て、一般化、抽象化、デバッグ、評価 

分解、順序立て、一般化、抽象化、デバッグ、評価 

分解、デバッグ、評価 

６

年 

国語科 

理科 

家庭科 

総合 

●情報と情報をつなげて伝えるとき 

〇発電と電気の利用 

●くふうしようおいしい食事 

〇安心で安全なまちひらお 

分解、順序立て、抽象化 

分解、順序立て、一般化、抽象化、デバッグ、評価 

分解、順序立て、一般化、デバッグ、評価 

分解、順序立て、一般化、抽象化、デバッグ、評価 

令和３年度 総合的な学習の時間年間指導計画（案） プログラミング教育に関わる単元 

３年 
平生町はどんな町 

～町を案内するロボットをプログラミングしよう～ 

・mBotの左右の動きの角度調節をす  

 る。 

４年 
みんなに優しいまちづくり 

～福祉に役立つプログラムを作成しよう～ 

・mBot の「条件」「センサー」を活

用し、プログラミングロボットの

作成する。 

５年 平和について考えよう 
・Scratch のスプライトを活用して

画面の切り替えを行う。 

６年 
平生町リーフレットをつくろう 

～Scratchを使って、町の案内板をつくろう～ 

・Scratch のスプライト同士で指示

を送り合う。 
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